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教的著作」 （｢フラックスjと「ガイウスj, 『ヒュポテティカ』， 「観想的生活｣),
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""/f"Jp""",Strassburg, 1880であり，彼はエウセビオス『教会史」 11, 17の記述
に注目し， 『観想的生活」の著者を誤って三世紀のキリスト教徒に帰している。
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｢稗」よりもすぐれ， 「一者｜ よりも純粋で， 「一」よりも始原的な， 「存在」に仕えること
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も有名である。一つは， 力シリアス邸におけるもので， それは， アウトリュコスが［悲
劇競演に］優勝したのを祝って開かれたものであり， もう一つは， アガトン邸で開かれ




































(エッサイオイ）と呼ばれる人々がいる。その数は四○○○を超える。 ･ ･ ･この者たちは，第
一に，町々（ポレイス）に住む人々の問に習慣的となっている不法のゆえに，町を逃れて
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古代アレクサンドリア神学における貧困と富の理解(2)
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古代アレクサンドリア神学における貧困と富の理解(2)
教が後に教会制度を発展・確立する上でも何らかの先駆的役割を果たしたと言
えるだろう。
結論
先に述べたように， キリスト教世界にフィロンの著作が受容され，伝承され
たのは，当時の様々な宗教集団との論争的意図のもとに再構成されたテラペウ
タイの描写が，当時のユダヤ教よりも，むしろユダヤ教から分離し始めていた
アレクサンドリアのキリスト教世界に受容可能なものであったためであり，本
稿ではその受容の一端をクレメンスの聖書解釈の例に見た。その結果アレクサ
ンドリア神学の系譜においては，富と貧困に関する聖書伝承が共同体内の貧困
層のみならず， それまで神の救いから除外されていると思われていた富裕層に
も，富の有効な活用と喜捨の勧めを通じて受容可能なものとなったのである。
フィロンは後続するアレクサンドリアの神学者に多大な影響を与えたのみなら
ず，後にエウセビオスによってユダヤ人としてよりも， むしろキリスト教徒と
して紹介されたたことが， キリスト教世界におけるフィロン受容に大きく影響
していると思われる。
＊本論文は，科学研究費助成金(基盤研究C「古代アレクサンドリアの聖書解釈
の系譜における貧困と富，禁欲の理解｣課題番号: 21520068)による研究成果の
一部である。
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